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先
日
、
ノ
イ
エ
ス
で
開
催
し
て
い
た
「
ふ
る
本
市
」
で
購
入
し
た
「
娶
ら
ざ
る

詩
人　

大
手
拓
次
の
生
涯
」（
生
方
た
つ
ゑ
）
を
読
ん
で
い
て
久
し
ぶ
り
に
詩
の
世

界
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
衝
動
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。
詩
「
香
料
の
顔
寄
せ
」
は
特

に
印
象
深
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
香
り
の
イ
メ
ー
ジ
が
独
特
な
世
界
観
を
作
り
出
し
て

大
手
拓
次
と
い
う
詩
人
の
特
異
性
を
際
立
た
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ア
ウ
ト
ロ
ー
と
呼
ば
れ
た
画
家　

評
伝　

長
谷
川
利
行
」
も
、
そ
の
折

に
求
め
た
も
の
で
す
。
長
谷
川
利
行
の
作
品
は
時
々
観
る
機
会
は
あ
り
ま
し
た
。

大
手
拓
次
は
、
一
八
八
七
年
生
ま
れ
。
長
谷
川
利
行
は
一
八
九
一
年
生
ま
れ
で
す
。

同
時
代
を
生
き
た
詩
人
と
画
家
で
す
。

　

長
野
の
梅
野
記
念
絵
画
館
で
先
日
ま
で
開
催
し
て
い
た
村
上
肥
出
夫
の
展
覧
会

で
観
た
作
品
は
、
厚
塗
り
の
絵
具
か
ら
溢
れ
る
よ
う
な
汗
や
涙
が
滲
み
出
て
、
さ

ら
に
歓
喜
が
溢
れ
て
く
る
よ
う
な
作
品
の
数
々
で
し
た
。

活
字
の
持
つ
力
、
そ
し
て
キ
ャ
ン
バ
ス
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
感
動
と
は
、
い
っ
た

い
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
作
品
が
も
つ
力
、
す
な
わ
ち
書
き
手
で
あ
る
詩
人
、

画
家
の
も
つ
世
界
観
の
表
現
の
結
実
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

作
家
の
生
き
ざ
ま
は
、
そ
の
作
家
が
生
き
ぬ
い
た
時
代
背
景
が
色
濃
く
見
え
隠

れ
し
て
き
ま
す
が
、
客
観
的
に
読
ん
だ
り
観
た
り
す
る
部
分
で
は
非
常
に
魅
力
的
で
、

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

大
手
拓
次
と
萩
原
朔
太
郎
や
北
原
白
秋
と
の
関
係
。
長
谷
川
利
行
と
歌
人
や
多
く

の
画
家
と
の
関
係
も
ま
た
人
間
的
な
結
び
つ
き
が
あ
り
、
痛
み
を
伴
い
な
が
ら
も

心
温
ま
る
話
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
は
い
つ
の
時
代
で
も
本
質
的
に
変
わ
る
こ
と
の
な
い
骨
格
が
し
っ
か
り
と
通
っ

て
い
る
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
変
化
の
激
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
翻
弄
さ
れ
る
こ

と
な
く
一
歩
一
歩
を
自
分
の
足
で
歩
む
事
を
意
識
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
ア
ン
コ
ー
ル
放
送
で
「
生
き
抜
く
と
い
う
旗
印

　

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
詩
人　

岩
崎　

航
の
日
々
」
を
見
ま
し
た
。
ベ
ッ
ト
で

人
工
呼
吸
器
で
命
を
維
持
し
て
い
る
詩
人
の
日
々
の
映
像
で
す
。

「
航
の　

Ｓ
Ｋ
Ｙ　

Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
」
の
公
式
ブ
ロ
グ
で
作
品
も
読
め
ま
す
。

「
点
滴
ポ
ー
ル　

生
き
抜
く
と
い
う
旗
印
」「
日
付
の
大
き
い
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
書
籍

も
あ
り
ま
す
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
是
非
手
に
と
っ
て
み
て
下
さ
い
。

映
像
か
ら
の
影
響
力
は
、
テ
レ
ビ
っ
子
時
代
と
い
わ
れ
た
昭
和
に
育
っ
た
者
に
と
っ

て
は
生
活
の
一
部
と
な
っ
て
い
て
、
山
椒
の
実
の
枝
取
り
な
ど
し
な
が
ら
録
画
し

た
番
組
を
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
て
い
ま
す
。「
な
が
ら
族
」
と
も
言

わ
れ
た
私
の
年
齢
に
と
っ
て
、
二
つ
の
事
を
同
時
に
出
来
る
の
は
時
代
の
産
物
な

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         　
（
武
藤
）

ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
〉
の
ご
案
内

　

ガ
ラ
ス
の
歴
史
は
古
く
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
頃
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
紀
元
前
一
世
紀
に
は
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
ガ
ラ
ス
職

人
に
よ
っ
て
吹
き
ガ
ラ
ス
製
法
が
開
発
さ
れ
、
そ
の
後
も
多

く
の
職
人
に
よ
り
薄
く
透
明
感
の
あ
る
ガ
ラ
ス
製
法
が
生
み

出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
ノ
イ
エ
ス
で
定
期
的
に
個
展
を
開
催
し
て
い
ま
す

木
村
明
氏
と
上
越
ク
リ
ス
タ
ル
で
作
品
づ
く
り
を
し
て
い
る

高
橋
明
氏
に
よ
る
二
人
の
異
な
る
製
法
に
よ
る
ガ
ラ
ス
展
で
す
。

夏
の
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
清
涼
感
の
あ
る
ガ
ラ
ス
作

品
を
是
非
ご
高
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
二
十
三
回
朗
読
公
演
＋
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
の
調
べ

「
倚
り
か
か
ら
ず
」

　
　
　

詩
人　

茨
木
の
り
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
楽
／
黄
敬
（
ギ
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
野
高
行
（
マ
ン
ド
リ
ン
）

日
時　
　

七
月
二
十
四
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分
開
演

会
場　
　

煥
乎
堂
五
階
ホ
ー
ル

入
場
料　

一
般
／
前
売
二
五
〇
〇
円　

当
日
三
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

学
生
／
前
売
・
当
日
一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

煥
乎
堂　

０
２
７
・
２
３
５
・
８
１
１
１

主
催
／
前
橋
朗
読
研
究
会
「
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｈ
」

　

二
〇
〇
六
年
に
七
十
九
歳
で
自
宅
で
急
死
し
た
詩
人
、
茨
木
の

り
子
の
「
倚
り
か
か
ら
ず
」
を
五
人
に
よ
り
朗
読
。

企
画
・
構
成
・
演
出
・
司
会
は
遠
藤
敦
司
氏
に
よ
る
。

　　

ノ
イ
エ
ス
の
「
ふ
る
本
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
何
か
の
折
に
ど
こ
か

で
も
ら
っ
て
き
た
茨
木
の
り
子
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
が
飾
っ
て
あ
り

ま
す
。

考
え
て
み
た
ら
世
田
谷
文
学
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
っ
た
・
・
・
と
。

一
九
五
三
年
に
詩
人
の
川
崎
洋
と
同
人
誌
「
櫂
」
を
創
刊
。

詩
作
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い
は
あ
っ
た
も
の
の
茨
木
の
り
子
が

当
時
、
多
く
の
詩
が
一
つ
の
語
感
で
は
書
か
れ
て
い
な
い
と
い
う

疑
惑
と
不
満
が
あ
り
、
そ
こ
で
川
崎
洋
と
な
ら
と
、
二
人
で
始
め

た
と
か
・
・
・
・
。
そ
の
後
「
櫂
」
に
参
加
し
て
い
く
詩
人
達
。

一
人
一
人
が
完
全
に
独
立
し
た
、
抒
情
性
や
感
受
性
を
指
摘
し
つ
つ
、

社
会
と
向
き
合
う
姿
勢
は
二
十
代
か
ら
変
わ
る
こ
と
な
く
亡
く
な

る
ま
で
揺
る
ぎ
が
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
自
宅
で
急
逝
し
て
い
る

詩
人
を
発
見
し
た
親
戚
は
、
そ
こ
に
「
私
の
意
志
で
、
葬
儀
・
お

別
れ
会
は
何
も
い
た
し
ま
せ
ん
。
こ
の
家
も
当
分
の
間
、
無
人
と

な
り
ま
す
ゆ
え
、
弔
慰
の
品
は
お
花
を
含
め
、
一
切
お
送
り
下
さ

い
ま
せ
ん
よ
う
に
、
返
送
の
無
礼
を
重
ね
る
だ
け
と
存
じ
ま
す
の
で
、

〝
あ
の
人
も
逝
っ
た
か
〟
と
一
瞬
、
た
っ
た
の
一
瞬
思
い
出
し
て
く

だ
さ
れ
ば
そ
れ
で
十
分
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
遺
書
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

会
期　
　

七
月
二
日
（
土
）
～
十
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

異
な
る
製
法
に
よ
る

　

ガ
ラ
ス
二
人
展　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
企
画
〉

	

　

高
橋　

明　
（
手
伸
ば
し　

遠
心
法
）　

	

　

木
村　

明　
（
吹
き
ガ
ラ
ス
）	

会
期　
　

七
月
十
六
日
（
土
）
～
二
十
四
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
五
時
）

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

こ
こ
ろ
み
の

　
　

土
田
好
江
・
豊
田
共
子
・
福
島
祐
子

　
　
　
　

坂
本　

敏
・
吉
田
章
二　
　
　
　
　
　
〈
企
画
〉

〈
県
内
の
お
知
ら
せ
〉

　

初
の
こ
こ
ろ
み
五
人
の
作
家
に
よ
る
ノ
イ
エ
ス
で
の
展
覧

会
で
す
。

絵
画
・
染
織
、
皮
革
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
の
表
現
に
よ
る
個
性
と
、

新
し
い
視
点
で
の
作
品
展
示
を
楽
し
め
ま
す
。

是
非
、
お
出
か
け
下
さ
い
。


